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	Ⅰ　論　文　（ 計　○　件 ）　
原著（英文）（　○　件）
1． Idai T, Idai t*.
Aire controls the differentiation program of thymic epithelial cells in the medulla for the establishment of self-tolerance. Journal of Experimental Medicine.2008;205:2827-38. doi: 10.1084/jem.20080046.IF:1.178.被引用回数:2
原著（和文）（　○　件）
1． 医大太郎，高槻太郎．
肝切除術における腹腔ドレーン留置が腹腔内感染に与える影響．
日本外科感染症学会雑誌．2013；10（1）：【印刷中】
総説（英文）（　○　件）
1． Idai T, Idai J, Idai K. 
GABA and GABA receptors in the central nervous system and other organs.International Review of Cytology-A Survey of Cell Biology（ International  Review  of  Cell  and  Molecular  Biology ） .2008;213:1-47.doi:10.1016/S0074-7696(02)13011-7. IF:0.784.被引用回数:0  
総説（和文）（　0　件）
症例報告（英文）（　0　件）
症例報告（和文）（　○　件）
1． 医大太郎，高槻次郎．
長期間のステロイドホルモン剤の内服にて肝逸脱酵素が正常化していたにも関わらず、HCC を生じた高齢男性 AIH の 1 例. 肝臓 2013 年；54（9）：620-7   
著書（英文）（　0　件）
著書（和文）（　〇　件）

医大太郎，大阪大助．
指向進化による酵素の基質特異性の改変．タンパク質の分子設計（高槻花子．編）．共立出版．東京．
2001；160-70
Ⅱ　h-index

h-index = 　　〇　　　検索ソース：〇〇〇



※文書作成ソフトを使用し、英文原著、和文原著、総説、症例報告、著書の順に、発表年次の新しいものから記載して下さい。

※論文は、査読のあるもので受理済みのものについて、以下について記載ください。（印刷中の場合は、
【印刷中】と記入し、受理済みであることが分かる資料を添付ください。）
雑誌論文：「著者名」、「論文標題」、「雑誌名」、「巻」、「発行年（西暦）」、「最初と最後の頁」（電子ジャーナルに掲載された論文等の場合は、DOIコードおよび総ページ数）、原著、総説及び症例報告については「直近のインパクトファクター（IF：Clarivate Analytics提供の数値）」及び「被引用回数（SCOPUSを参照）」
図　　書：「著者名」、「出版社名」、「書名」、「発行年」、「総ページ数（共著の場合は、最初と最後の頁をカッコ内に記載）」（電子ジャーナルに掲載された論文等の場合は、DOIコードおよび総ページ数。）
※本人名にはアンダーラインを付して下さい。
※h-indexについては、検索ソース（Scopus、Web of Scienceなど）も併せて記載してください。


